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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
「
午
年
」、し
か
も
「
丙
午
」（
ひ

の
え
う
ま
）と
の
こ
と
。
こ
の
干
支
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
る
年
に
な
る
そ

う
で
す
の
で
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
、
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

　
さ
て
、
大
川
美
術
館
で
は
、
一
月
十

七
日
（
土
）
か
ら
、「
没
後
七
十
年
記
念

茂
田
井
武
『
ｔ
ｏ
ｎ 

ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ
』
と

パ
リ
の
画
家
た
ち
」
展
が
は
じ
ま
り
ま

す
。

　
茂
田
井
武
（
一
九
〇
八
―
一
九
五
六
）

は
、
絵
本
と
な
っ
た
宮
沢
賢
治
『
セ
ロ

弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』（
一
九
五
六
年
）
の

画
家
と
し
て
、
多
く
の
挿
絵
や
装
丁
を

手
が
け
、
今
で
も
ひ
ろ
く
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
茂
田
井
は
、
二
十
歳
の
と
き
、
単
身

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
っ
て
パ
リ
に
向
か

い
ま
し
た
。
パ
リ
で
は
、
日
本
人
ク
ラ

ブ
の
食
堂
部
で
働
き
な
が
ら
、
独
学
で

絵
日
記
の
よ

う
に
、
パ
リ

で
目
に
し
た

情
景
や
市
井

の
人
々
を
描

き
つ
づ
け
ま

し
た
。
そ
う

し
て
描
い
た

多
く
の
小
品

を
手
作
り
の

画
帖
に
ま
と

め
、『
ｔ
ｏ
ｎ

ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ
』
と
表
紙
に
書
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
画
帖
に
お
さ
め
ら
れ
た

百
点
に
お
よ
ぶ
作
品
を
す
べ
て
展
示
し

ま
す
。
い
ず
れ
も
水
彩
、
色
鉛
筆
で
描

か
れ
た
も
の
で
す
が
、
異
国
の
地
に
あ

っ
て
孤
独
で
し
た
が
、
絵
を
描
く
こ
と

で
救
わ
れ
、
け
っ
し
て
寂
し
く
は
な
い

パ
リ
の
生
活
の
一
コ
マ
が
、
み
ず
み
ず

し
く
、
し
か
も
温
か
く
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　
な
お
こ
の
展
示
に
あ
わ
せ
て
、「
パ
リ

の
画
家
た
ち
」
と
題
し
て
、
当
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
同
時
代
の
パ
リ

で
活
躍
し
た
画
家
た
ち
と
日
本
か
ら
留

学
し
て
き
た
画
家
た
ち
の
作
品
も
あ
わ

せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

（
大
川
美
術
館
館
長
・
田
中
　
淳
）
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第41回法人会全国大会（高知大会）第41回法人会全国大会（高知大会）
第 41 回法人会全国大会（高知大会）が 10 月 16 日高知県高知市の県民文化ホールを会場に、国税

庁　江島一彦　長官や高知県　濱田省司知事　など多数の来賓を招いて全国大会を開催しました。こ
の全国大会は法人会「税制改正に関する提言」の内容を発表する場であるとともに全国各地の法人会
の代表が一堂に会し、相互の交流と研さんを通じてより一層の連携を深めることを目的に全国各地で
年１回開催しています。
　当日は、全国から 1,600 名の企業経営者が参加し、令和８年度税制改正提言の報告や青年部会によ
る租税教育活動の事例発表などが行われました。

　われわれ法人会は、「税のオピニオンリーダーたる経営者の団体」として、「税制改正に関
する提言」や「租税教育」、企業の税務コンプライアンス向上に資する「自主点検チェックシー
ト」の普及など、税を中心とする活動を全国で積極的に展開し、広く社会へ貢献している。
　我が国の財政は、コロナ禍への緊急対応で政府が大規模な財政出動に踏み切ったことから、
長期債務残高が１，３００兆円を超えるなど、さらに悪化することとなった。
　昨年、日本銀行はマイナス金利政策を解除し、「金利のある世界」に回帰したが、今後も金
利の上昇が続けば、国債の利払い費も増えて財政を圧迫しかねない。財政健全化は国家的課
題であり、本格的な歳出・歳入の一体的改革を進めることが重要である。
　一方、経済を取り巻く環境は急速に変化している。食料やエネルギーなどの価格高騰を契
機に消費者物価も上昇し、デフレ期への転換期に突入するなど国民生活や産業に大きな影響
を与えている。
　特に、中小企業の経営環境は深刻化する人手不足や継続的な賃上げ等により、厳しさが増
している。さらに、米国のトランプ間税の影響は今後、本格化する恐れがあり、経済の先行
きを不透明にしている。　
　地域経済や雇用の担い手である中小企業は、日本経済の礎でもある。その中小企業の活性
化を促進するためには、税財政上のきめ細かな支援が不可欠である。そのため、法人会は「中
小企業の活性化に資する税制措置」、「事業承継税制の拡充」等を中心とする「税制改正に関
する提言」の実現を強く求めるものである。
　創設以来、納税意識の向上に努めてきた法人会は、全国の会員企業の総意として、以上宣
言する。

税制改正に関するスローガン
○社会保障に充てる消費税の減税は慎重な検討が必要　将来世代にツケを回さない仕組み作りを！
○「金利のある世界」への回帰を踏まえ、金融市場の動揺を招かない財政運営を !
○企業への過度な社会保険料負担を抑制し、中小企業の活性化に資する税制措置を !
○本格的な事業承継税制を確立し、地域経済と雇用の担い手の中小企業を守れ！

大　会　宣　言

令和7年10月16日
全国法人会総連合　全国大会



令
和
七
年
度 

納
税
表
彰
式

税
を
考
え
る
週
間
協
賛
事
業

内
田
裕
子
氏 「
日
本
経
済
の
大
転
換
点
、中
小
企
業
の
未
来
」 

語
る

　
税
の
意
義
や
役
割
な
ど
を
正
し
く
理

解
し
、
納
税
意
義
の
向
上
に
向
け
て
取

り
組
む
「
税
を
考
え
る
週
間
」（
毎
年

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
）
行
事
の

一
環
と
し
て
桐
生
法
人
会
は
十
一
月
四

日
、
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
イ
ノ
ベ

デ
ィ
ア
代
表
の
内
田
裕
子
氏
に
よ
る
講

演
会
を
桐
生
商
工
会
議
所
会
館
ケ
ー

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。

　
内
田
氏
は
大
和
証
券
で
エ
ク
イ
テ
ィ

業
務
、
広
報
、
企
業
Ｉ
Ｒ
の
コ
ン
サ
ル

を
経
験
後
、財
部
誠
一
事
務
所
へ
移
籍
。

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
朝
日
系
「
サ
ン
デ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
経
済
特
集
チ
ー
ム
で
取

材
活
動
後
、Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
「
百
年
企
業

に
学
べ
」
で
レ
ポ
ー
タ
ー
。
現
場
に
こ

だ
わ
り
、
取
材
対
象
は
上
場
企
業
か
ら

中
小
企
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
ま
で
規

模
業
種
を
問
わ
な
い
。
多
様
な
現
場
取

材
の
経
験
、
女
性
活
躍
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
知
見
か
ら
上
場
企
業
の
社
外
取

締
役
も
務
め
る
。

　
内
田
さ
ん
は
人
口
減
少
が
続
く
日
本

の
現
状
を
踏
ま
え
、「
給
与
を
上
げ
る

な
ど
し
て
今
い
る
社
員
を
大
切
に
し
、

会
社
の
将
来
の
展
望
を
見
せ
る
こ
と
が

重
要
」
と
力
説
。
２
０
５
０
年
に
世
界

の
人
口
が
１
０
０
億
人
に
達
す
る
と
い

う
予
想
も
紹
介
し
、「
唯
一
無
二
の
サ
ー

ビ
ス
や
商
品
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
方
企
業
は
、
世
界
に
市
場
を

広
げ
る
野
心
が
必
要
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
令
和
七
年
度
納
税
表
彰
式
が
十
一
月

十
三
日
（
木
）
桐
生
商
工
会
議
所
会
館

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
納
税
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
申
告

納
税
制
度
の
定
着
と
納
税
道
義
の
高
揚

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
顕
彰
す

る
た
め
、 

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
状
贈
呈
は
、「
桐
生
税
務
署
長

表
彰
」、「
桐
生
行
政
県
税
事
務
所
長
表

彰
」、「
桐
生
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
表
彰
」、「
桐
生
税
務
署
管
内
青
色

申
告
会
連
合
会
長
表
彰
」、「
群
馬
県
功

労
者
表
彰
」、「
租
税
教
育
推
進
校
桐
生

税
務
署
長
感
謝
状
」、「
租
税
教
育
推
進

校
群
馬
県
知
事
感
謝
状
」、「
税
に
関
す

る
高
校
生
の
作
文
」
入
賞
者
表
彰
、
中

学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
に
つ

い
て
の
入
賞
者
に
対
し
表
彰
状
並
び
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
桐
生
法
人
会
関
係
で
は
理
事
の
大

橋
利
一
氏
が
桐
生
税
務
署
長
表
彰
を
受

賞
、
ま
た
、
理
事
の
福
田
雅
之
氏
、
峰

岸
康
雄
氏
が
桐
生
行
政
県
税
事
務
所
長

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
「
税
に
関
す
る
高
校
生

の
作
文
」
並
び
に
中
学
生
の
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」
に
つ
い
て
朗
読
が
あ
り

ま
し
た
。

内田　裕子氏

特
別
講
演
会

峰岸 康雄氏

福田 雅之氏 大橋 利一氏
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女
性
部
会

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

令
和
八
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　法
人
会
は
、
公
平
で
健
全
な
税
制
の

実
現
を
目
指
し
て
会
員
企
業
の
意
見
や

要
望
を
反
映
し
な
が
ら
、
税
の
あ
る
べ

き
姿
や
将
来
像
を
見
据
え
て
建
設
的
な

提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
法
人
会
の
提

言
活
動
は
、
法
人
税
の
引
き
下
げ
な
ど

を
は
じ
め
、
同
族
会
社
の
留
意
金
課
税

制
度
の
抜
本
的
見
直
し
、
事
業
承
継
に

関
す
る
税
制
の
創
設
な
ど
、
中
小
企
業

の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
の
構
築
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

　令
和
八
年
度
税
制
改
正
は
全
法
連
理

事
会
に
て
承
認
後
、
十
月
十
六
日
開
催

の
全
国
大
会
高
知
大
会
に
お
い
て
発
表

さ
れ
た
令
和
八
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
書
を
去
る
十
一
月
二
十
六
日
に

須
藤
み
ど
り
市
長
、
並
び
に
杉
山
み
ど

り
市
議
会
議
長
、
十
二
月
四
日
に
井
野

衆
議
院
議
員
、
荒
木
桐
生
市
長
、
並
び

に
人
見
桐
生
市
議
会
議
長
に
増
田
会

長
、
阿
部
事
務
局
長
に
よ
り
提
出
し
ま

し
た
。

　提
言
内
容
は
、
一
、
社
会
保
障
に
充

て
る
消
費
税
の
減
税
は
慎
重
な
検
討
が

必
要 

将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い

仕
組
み
作
り
を
！ 

二
、「
金
利
の
あ
る

世
界
」
へ
の
回
帰
を
踏
ま
え
、
金
融
市

場
の
動
揺
を
招
か
な
い
財
政
運
営
を
！

三
、
企
業
へ
の
過
度
な
社
会
保
険
料
負

担
を
抑
制
し
、
中
小
企
業
の
活
性
化
に

資
す
る
税
制
措
置
を
！ 

四
、
本
格
的

な
事
業
承
継
税
制
を
確
立
し
、
地
域
経

済
と
雇
用
の
担
い
手
の
中
小
企
業
を
守

れ
！ 

を
令
和
八
年
度
税
制
改
正
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お

提
言
書
の
詳
細
は
桐
生
法
人
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

欄
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
度

一般優勝
早瀬　達 氏

　十
月
二
十
五
日
（
土
）
桐
生
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
第
十
六
回
桐
生

法
人
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
二
十

九
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　表
彰
式
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
終
了
後
に

昨
年
に
続
き
表
彰
式
並
び
に
懇
親
会
を

開
催
し
賞
品
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

　成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

◇
一
般
男
子
（
六
十
四
歳
ま
で
）

優

　勝

　早
瀬

　達

準
優
勝

　桑
子
智
久

第
三
位

　寺
澤

　徹

◇
シ
ニ
ア
・
女
子
（
六
十
五
歳
以
上
男

　子
・
女
子
）

優

　勝

　清
水
昌
子

準
優
勝

　諸
岡
健
一

第
三
位

　岩
﨑
研
司

　尚
、
社
会
貢
献
活
動
の一
環
と
し
て
参

加
者
か
ら
お
預
か
り
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
募

金
を
桐
生
市
地
区
赤
十
字
有
功
会
に
災

害
支
援
金
十
万
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

   

第
十
六
回 

桐
生
法
人
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

   

第
十
六
回 

桐
生
法
人
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

シニア・女子優勝
清水昌子 氏

荒木市長に寄付金を手渡す
増田会長

税制改正提言書提出
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女
性
部
会
が
主
体
と
な
り
桐
生
市
・
み
ど

り
市
の
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生
を
対
象
に

「
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」
が
十
一
月

十
七
日
に
桐
生
商
工
会
議
所
会
館
ケ
ー
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

二
十
一
校
か
ら
千
四
百
八
点
の
応
募
が
あ
り

審
査
の
結
果
、
三
十
三
点
の
優
秀
賞
と
十
一

小
学
校
が
優
秀
学
校
賞
と
し
て
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
増
田
会
長
は
じ
め
桐
生
税
務

署
長
、
桐
生
税
理
士
会
支
部
長
に
よ
り
入
賞

さ
れ
た
児
童
に
対
し
賞
状
並
び
に
記
念
品
の

伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
年
部
会
で
は
、
十
二
月
五
日
に
桐
生
ス

タ
ー
レ
ー
ン
に
お
い
て
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
部
会
員
五
十
四
名
と

来
賓
と
し
て
桐
生
税
理
士
会
か
ら
六
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
忘
年
会
を
兼
ね
た
表
彰
式
は
海
鮮
ダ
イ
ニ

ン
グ
美
喜
仁
館
に
て
開
催
し
、
親
睦
を
深
め

つ
つ
情
報
交
換
も
で
き
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
。

優
　
　
勝
　
角
田
　
智
（
税
理
士
会
）

女
子
優
勝
　
正
田
智
子
（
青
年
部
会
）　

準
優
勝
　
吉
田
慶
彦
（
青
年
部
会
）

三
　
　
位
　
矢
野
秀
一
（
青
年
部
会
）

第
十
五
回
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式受賞者一同

親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

並
び
に
忘
年
会

女
性
部
会

青
年
部
会

　
十
一
月
二
十
日
・
二
十
一
日
・
二
十
二
日

山
梨
県
甲
府
市
で
第
三
十
九
回
法
人
会
全
国

青
年
の
集
い
山
梨
大
会
が
「
人
は
石
垣
人
は

城
〜
光
り
輝
く
未
来
の
た
め
に
〜
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
青
年
部
会
か
ら

は
藤
生
部
会
長
他
二
十
名
が
参
加
。

　
一
日
目
に
開
催
さ
れ
た
租
税
教
育
活
動
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
各
局
連
代
表
十
一

法
人
会
の
青
年
部
会
か
ら
発
表
し
、
続
い
て

健
康
経
営
大
賞
と
し
て
五
法
人
会
と
五
企
業

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
が
あ
り
、
今
後
の
青
年
部
活

動
が
発
展
し
て
行
く
為
の
ヒ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　
二
日
目
午
前
の
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
で
は
会

員
拡
大
を
テ
ー
マ
に
協
議
し
、
部
会
員
増
強

で
は
、
多
く
の
会
員
を
活
動
に
巻
き
込
む
手

法
な
ど
、
各
単
会
が
発
信
力
強
化
の
た
め
に

ど
の
様
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
を
共
有
し
、

課
題
解
決
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
協
議
さ
れ

ま
し
た
。
租
税
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
次

世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
少
し
で
も
豊
か
に

な
れ
る
よ
う
な
租
税
教
育
活
動
の
在
り
方
を

改
め
て
考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
記
念
講
演
を
開
催
。
講
師
に
は

（
株
）ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
社
長
の
佐
久
間
悟
氏
が
「
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
チ

ア
（
地
方
ク
ラ
ブ
）
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
・
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ

甲
府
を
率
い
て
き
た
佐
久
間
悟
氏
が
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
連
携
と
健
康
経
営
の
最

前
線
を
熱
く
語
り
、
運
動
習
慣
の
普
及
、
青

少
年
や
高
齢
者
へ
の
健
康
支
援
、
企
業
と
連

携
し
た
職
場
づ
く
り
な
ど
、
ク
ラ
ブ
が
地
域

の
健
康
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
果
た
し

て
き
た
役
割
を
話
し
た
。

　
大
会
式
典
会
場
の
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
ホ
ー

ル
に
は
全
国
か
ら
千
八
百
名
の
青
年
部
会
員

が
集
い
、
大
会
式
典
で
は
大
会
実
行
委
員
長

が
「
山
梨
大
会
宣
言
」
を
読
み
上
げ
、
次
回

開
催
地
島
根
県
の
大
会
会
長
に
大
会
旗
を
伝

達
し
て
盛
会
裡
に
閉
会
し
ま
し
た
。

第
三
十
九
回  

全
国
青
年
の
集
い（
山
梨
大
会
）

第
三
十
九
回  

全
国
青
年
の
集
い（
山
梨
大
会
）全国青年の集い山梨大会
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法人の県民税（法人税割）の超過課税の延長について
群馬県・行政県税事務所

　群馬県では、「防災・減災対策や医療・福祉施策をはじめとする県民の幸福度を高めるための群馬県独自の施策」を推
進するための財源として、法人の県民税の法人税割に係る税率を１ .８％（標準税率は１ .０％）とする超過課税を実施
しているところですが、この超過課税の適用期間を５年間延長し、引き続き令和１３年４月３０日までの間に終了する
各事業年度分について適用させていただくこととなりました。
　つきましては、今後とも、法人の県民税の申告納付について、御理解と御協力をいただきますようよろしくお願いい
たします。
　なお、税率及び適用要件については、変更ありません。
　改正後の超過課税の概要については以下のとおりです。

◎納税していただいた税収は、「防災・減災対策や医療・福祉施策をはじめとする県民の幸福度を高めるための群馬県独
　自の施策」を推進するための財源として、大切に使わせていただきます。

改　　正　　後

適用期間

税　　率

適用要件

いずれか
に該当す
れば適用

令和 13年 4月 30日までの間に終了する各事業
年度分まで

１　資本金の額又は出資金の額が１億円を超える
　　法人
２　法人税割の課税標準となる法人税額が
　　年1,000万円を超える法人
３　保険業法に規定する相互会社（改正前と同じ）

１．８％（改正前と同じ）

改　　正　　前
令和８年４月 30日までの間に終了する各事業年
度分まで

１　資本金の額又は出資金の額が１億円を超える
　　法人
２　法人税割の課税標準となる法人税額が
　　年1,000万円を超える法人
３　保険業法に規定する相互会社

１．８％

【お問い合わせ先】
 ・群馬県総務部税務課　 (℡：027-226-2196)　　・前橋行政県税事務所 (℡：027-234-1800)
 ・高崎行政県税事務所　 (℡：027-322-6297)　　・吾妻行政県税事務所 (℡：0279-75-3300)
 ・利根沼田行政県税事務所 (℡：0278-22-4336)　　・太田行政県税事務所 (℡：0276-31-3261)
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